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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：細胞質、核。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、RAD51タンパク質ファミリーのメンバーです。RAD51ファミリーのメンバーは、細菌のRecAやサッカロミセス・セレビシエ（Saccharomyces cerevisiae）のRad51と非常に類似しており、DNAの相同組換えおよび修復に関与することが知られています。このタンパク質は、ssDNA結合タンパク質RPAおよびRAD52と相互作用することができ、DNAの相同対合および鎖移動に役割を果たすと考えられています。このタンパク質はBRCA1およびBRCA2とも相互作用することがわかっており、DNA損傷に対する細胞応答に重要である可能性があります。BRCA2は、このタンパク質の細胞内局在とDNA結合能の両方を制御することが示されている。BRCA2の不活性化に伴うこれらの制御の喪失は、ゲノム不安定性および腫瘍形成につながる重要なイベントである可能性があります。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見つかっています。 [RefSeq提供、2009年8月]
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	C6細胞ライセートのウェスタンブロット解析（Rad51ウサギmAbを使用）。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG抗体を使用した。

